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チェーホフの戯曲『父親不在』 
における家族像
内田　健介
　チェーホフといえば『かもめ』や『桜の園』などの劇作品で有名だが、彼には生前に発表されなかっ
た一つの劇作品がある。それが今回論じる『父親不在』 «Безотцовщина» 

である。この作品はチェー
ホフが作家としてデビューする前に書かれ、作家としてデビューしてから加筆訂正されモスクワ
のマールイ劇場に持ち込まれたが、当時無名だったチェーホフの作品は見向きもされず、劇場の
演目に採用されることはなかった。
　この作品では主人公プラトーノフが戯曲の中心に位置し、他の登場人物全員はみなプラトーノ
フとの関係によって舞台上に登場している。そのため他の登場人物はプラトーノフの行動や考え
に影響を受ける、もしくは彼を介した影響を受けることになる。つまり、戯曲中の出来事すべて
にプラトーノフが関わっているのである。しかしながら、プラトーノフも周りの人物から、特に
女性から影響を受け、自らの生活を変えられて苦悩していく。劇中で彼は周囲から受ける影響に
対して、抗い否定することも、能動的に選択することもしない。『父親不在』は、こういった優柔
不断ではっきりしないプラトーノフの選択と、彼の行動の影響が周囲への反響となって進行する
物語である。以下に登場する人物関係を図示してまとめる。
主人公プラトーノフには、妻サーシャと息子ニコールカがいる。そして、サーシャの家が
近くにあり、医者である弟トリレツキイと父親のイワンが暮らしている。また後期の戯曲
作品と同じく戯曲の舞台となるのは貴族の屋敷である。このヴォイニーツェフ家には、後
妻である未亡人アンナ、領主と前妻の子どもであるヴォイニーツェフ、そして彼の妻ソフィ
アが暮らしている。戯曲においては、主にこのプラトーノフの親類とヴォイニーツェフ家
が中心的役割を果たしている。
　さて、この『父親不在』を通してチェーホフは何を表現し、何を伝えたかったのであろ
うか。決して長編小説を書かなかったチェーホフだが、この戯曲作品は他の作品に比べ非
  中央公論社版チェーホフ全集には『父親不在』ではなく、『プラトーノフ』（原卓也訳）として収められている。
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常に長く、上演すれば 9 時間ほどの長さを持つ作品である。総勢 20 人の登場人物が舞台
上に登場し、恋愛や殺人、不倫、自殺未遂など様々な事件が起き、静劇と呼ばれる晩年の
チェーホフ劇の特徴は無く、非常に騒々しい劇だと言える。ところが、この戯曲でチェー
ホフが何を描きたかったのかということは判然としない。
　余計者を描いた『イワーノフ』と同じように、『父親不在』も余計者を描いた戯曲であ
るという見解 
2
もあるが、筆者はそのようには考えられない。プラトーノフが様々な人物に
議論を投げかけ相手の主張を否定する部分などが、典型的な余計者に見られる特徴とも取
れる。しかし、プラトーノフは教師という職業を持ち、学校で子どもたちに教鞭を振るっ
ているため、貴族であり働く必要がない余計者という特徴には一致しない。加えて彼には
自分の屋敷があるわけでも召使がいるわけでもなく、妻のサーシャや子どもと学校で暮ら
しており、生活は貴族のものとはかけ離れている。そして、彼は人生に飽きているわけで
もなく、悩んでいる場面は女性からの申し出に対して優柔不断な態度を取っているだけで、
とても物語の中で彼が余計者として描かれているとは思えないのである。
　『父親不在』という題名が意味するように、主人公となるプラトーノフは父親を亡くし
た人物として描かれた戯曲作品である。そこで、この『父親不在』という題名に注目し、
父親、母親、そして、家族という人間関係に視点を広げ、作品を論じていきたい。
１．『父親不在』に登場する家族のかたち
　それでは、はじめに不在が強調されている父親とプラトーノフとの関係を見ていきたい。
主人公のプラトーノフは、幕が開いてからかなりの時間が経ったのちに舞台上に登場する
が、彼は登場した場面において父親について語り始める。こうして最初からプラトーノフ
の父親との関係が述べられることで父親の不在は強調されている。そして、このとき彼の
父親へと話題が移るきっかけとなる妻サーシャの台詞、プラトーノフの父親の死が伝えら
れるシーンは、『三人姉妹』が父親の命日の台詞で始まるのを髣髴とさせる。
Сегодня именинник Мишин отец покойник, и неловко как-то не помолиться... Панихиду 
отслужила... 

今日は亡くなったミーシャ（プラトーノフ）の父の名の日ですので、お祈りをしないのも何か気に
かかって…、追善供養をしてきたんです。
この台詞から周りも彼の父親へと関心が移り、それに合わせてプラトーノフは自分と父親
について語り始める。
Я разошелся с ним, когда у меня не было еще ни волоска на подбородке а в последние три 
года мы были настоящими врагами. Я его не уважал, он считал меня пустым человеком, и ... 
2 池田健太郎『チェーホフ全集　第 14 巻』中央公論社、1969、514 頁。ベールドニコフ『劇作家チェーホフ』未来社、
1965、69 頁。佐藤清郎『チェーホフ劇の世界』筑摩書房、1980、22 頁。
　А. П. Чехов. Полное собрание сочинений и писем в 30-ти томах. Сочинения. Том 11. М., “Наука”, 1978. С. 20.
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оба мы были правы. 

僕はあご鬚が生えていない頃に父と衝突して、最後の三年間というものは、完全な敵同士でしたか
ら。僕は父を尊敬しなかったし、父は僕を下らぬやつだとみなしていました。でもどちらも正しかっ
たんです。
彼は父親と仲が悪かったことを語り、この後にも父親の死に方まで気に入らないと続ける
ほどの嫌悪感を示している。そのためか、彼が父親に対して憎しみを抱いているという解
釈がなされてきた。だが、この台詞だけでプラトーノフが父親を嫌悪していると鵜呑みし
てよいのであろうか。確かにこの部分だけを見れば父親を嫌悪していたと考えられるが、
プラトーノフは劇中の会話で、登場人物ほとんど全員に対して投げかけられた言葉に反対
したり、皮肉を並べたり、わざと相手を怒らせるような台詞を言ったりして、会話の中で
誰とも折り合いをつけようとはしない。つまり、彼は何かに対して反論せずにはいられな
い性格の持ち主なのである。そう考えると、彼が父親を嫌悪していると語った前には、父
親の友人だった人物たちが彼の父親を素晴らしい人物だと褒め称えている場面であった。
それを聞いたプラトーノフは、父親なんて皆が言うほど素晴しい人物ではなかったと言う。
これは、他の会話で反論ばかりしているということを踏まえれば、本当にそう考えていた
のではなく、ただ単にその場で話されていた話題に対して反対意見を述べたかっただけと
捉えられないだろうか。プラトーノフは亡き父に対して、嫌悪だけでなくもっと複雑な感
情を抱いていたのと考えられる。
　さて、父親に対してプラトーノフが不満を述べるシーンのあと、彼のもう一人の父親が
登場する。彼の妻サーシャの父親イワンである。その登場したイワンの会話は大部分が娘
サーシャと息子トリレツキイとであり、娘の夫プラトーノフとの会話はほとんど交わされ
ない。それどころか、これだけ長い戯曲の中を見てもプラトーノフとイワンの会話はほと
んどない。このことはプラトーノフがイワンを避けていることを意味しているのであろう
か。他の登場人物に対して議論を吹っかけ饒舌なプラトーノフも、イワンとは議論を行わ
ないのである。しかしながら、イワンとの会話が少ないのは、逆に彼が妻の父親イワンを
特別に考えているためではないかと考えさせる部分がある。それはイワンにとって、義理
の息子プラトーノフが死んでしまう結末の場面である。銃で撃たれたプラトーノフが死ぬ
ところでは、彼の死を看取るのはイワンなのである。そして彼が死んでしまったことを真
剣に悼んでいる人物はイワン以外にいない。友人のトリレツキイや彼を愛していたアンナ
も悲しんではいるが、彼らはプラトーノフの死ではなく、台詞を見ると彼がいなくなった
これからのことを考えている。そのためイワン一人だけが、彼の死を自らの罪とまで考え、
プラトーノフを失ったことを悔やんでいるのである。彼にとってプラトーノフは娘を嫁が
せた相手だけでなく、実の子どもに等しい存在だったと考えられる。そうした血の繋がら
ないが、父親であったイワンをプラトーノフは特別な存在と考えていたのではないだろう
か。
　では次にこのイワンの家族について見ていきたい。彼には娘のサーシャと息子トリレツ
キイがいるが、彼らは物語中の会話から仲のよい家族であることが分かる。トリレツキイ
　 А. П. Чехов. Полное собрание сочинений и писем в 30-ти томах. Сочинения. Том 11. М., “Наука”, 1978.С. 21.
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が、姉のサーシャは優秀な男に嫁ぎ、そして孫まで生まれた幸せな父親であると話すと、
イワンは感極まって泣き始めてしまう。彼が家族を大切に思い、そしてその家族に幸せを
感じていることが分かる部分である。プラトーノフは、このようなイワン一家の親子関係
を自分の父親との関係と比べ、どのように感じていたのであろうか。自分の息子や娘、婿
のことを思い感動して涙してしまう父親と、仲違いし冷え切った自らの父親との親子関係
を考えたとき、プラトーノフが何を思ったのかは考えるべき点である。
　また、この戯曲には彼ら以外にも 2 組の親子が登場する。グラゴリエフ親子とヴェンゲ
ローウィチ親子である。この 2 組の親子は共通して、父親と息子のみであることから、プ
ラトーノフの父と子の関係と対置されていると考えられる。この 2 組の親子も仲がよく、
父親と息子の結びつきの強い親子関係である。グラゴリエフの息子は、旅行先のパリから
帰ってくるなり父親に対して金の無心を始める。登場するなり金銭の話を始めるどうしよ
うもない息子に見えるが、父親は怒るどころか渡した金が足りなかったと自分を責めてし
まう。ここから、息子は父親に甘え、父親は息子の求めに応じるという関係であることが
分かる。父親とそりが合わずに対立関係にあったプラトーノフと、父親を頼るグラゴリエ
フの息子は大きく異なったものとして描かれている。
　もう一組、ヴェンゲローウィチ親子も同様に父と子の繋がりが強い。彼らはユダヤ人と
いう設定だが、やはり典型的な金持ちという設定である。ところが、彼らの親子関係には
決して金銭が関係してこない。むしろ、親子の間に金銭が入り込んでいるのはグラゴリエ
フ親子である。息子は、プラトーノフが父親のヴェンゲローウィチに対して議論を吹っか
けると、「父親に構わないでくれ」と父親をかばっている。
　プラトーノフがなぜ他の人間に対して敵意を持って話をするのかについての原因ははっ
きりと分からない。だが、強い父と子の結びつきを持つ 2 組の親子の存在が、嫉妬に近い
感情をプラトーノフに抱かせたのかもしれない。
　ここまでの登場人物の家族関係を考えてみると、プラトーノフが家族という繋がりの中
では唯一孤独な存在である事が分かる。早くに父親と母親を亡くした彼には、後ろ盾とな
る人物がいない。もちろん彼には妻サーシャと息子ニコールカという家族がいるが、支え
てくれる存在ではなく、彼が支えていかなくてはならない存在である。プラトーノフが誰
ともなく議論をして、相手を軽蔑した態度をとるのは、この孤独感が原因になっていると
は考えることが出来ないだろうか。そのことを裏付けるように、彼は幸せについて語ると
き家族を強調している。プラトーノフはサーシャとの会話で彼は次のように言っている。
И я счастлив по милости твоего неведения! У меня, как у людей, семья есть... 

お前がお人好しなおかげで俺は幸せだよ！俺にも世間の人なみに家族がいるんだ。
自分に家族があるということを、幸せなことだとプラトーノフは認識している。そし
て、プラトーノフが不幸について発言する場面でも、家族という単語が使われている。ソ
フィアと不貞な関係を持つか思い悩んだとき、彼は「家庭を壊してよいのだろうか？」
（Разбивать семью?）と相手の家族のことを心配し、彼女との関係を後悔したときにも次の
ように家族という言葉を用いている。
　 А. П. Чехов. Полное собрание сочинений и писем в 30-ти томах. Сочинения. Том 11. М., “Наука”, 1978 . С. 96.
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Я лишил тебя семьи,благополучия, будущности... 
6
僕は君から家族を、安らぎも、未来も奪ってしまった。
プラトーノフは未来と安らぎに並べて家族関係を挙げ、その関係を壊したために相手を不
幸にしてしまったと考えている。そして、彼の行為はヴォイニーツェフとソフィアの夫婦
関係を壊すだけでなく、彼女の義理の母であるアンナとの関係、つまり、家族全体の繋が
りを壊してしまうという結果をもたらしている。
　こうして周囲に不幸を作り出し、誰にでも構わず見下して悪態つく自分に苦悩している
のだが、プラトーノフはこうした状況の原因を両親のせいだと考える。
Глупая мать родила от пьяного отца! Отец... мать! Отец... О, чтоб у вас там кости так 
переворочились, как вы спьяна и сдуру переворочили мою бедную жизнь! 
7
愚かな母と酔っ払いの父親から生まれたんだ！父 ･･･ 母！父 ･･･。酔っ払って見境無く俺の哀れな
生活を台無しにしたように、あいつらの骨まで滅茶苦茶になればいいんだ！
愚かな母親と酔っ払いの父親から生まれたから自分が駄目な人間になってしまった、と親
に責任を押し付けている。この自らの不甲斐無さの原因を両親に求めることは、彼が両親
から強い影響を受け、そして両親を失ったあともそれが続いていたことを示している。し
かし、プラトーノフは両親に対して恨みなどの負の感情だけを抱いているわけではない。
父親への恨み言の後には、すぐに撤回して神に許しを請う台詞が続いている。
Нет... Что я сказал? Бог простит... Царство небесное... 
8
いや、何てことを言ったんだ？神よ、お赦しを ･･･ 魂の安らかなることを ･･･。
プラトーノフは父親や母親に対して憎しみを抱いていただけではなく、少なからず父や母
を認めているのである。むしろ、他の人々との会話で父親に対して否定的な発言をし、自
分自身をアピールするのは、彼が家族を失ったことを他の家族によって再確認させられ、
亡くした父を想い起こさざるをえなかったからではないだろうか。
２．『父親不在』における恋愛模様　－アンナとソフィア－
　ではプラトーノフ自身は家族をどのようなものだと考えているのであろうか。そこで一
旦、劇の大半を構成する恋愛関係に視点を移していきたい。『父親不在』で繰り広げられ
る恋愛模様は以下の通りである。
　 А. П. Чехов. Полное собрание сочинений и писем в 30-ти томах. Сочинения. Том 11. М., “Наука”, 1978. С. 122.
　 Там же. С. 114.
　 Там же.
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このように、登場する全ての女性がプラトーノフに恋心を抱き、関係を求めようとする。
未亡人のアンナ、夫と結婚したばかりのソフィア、高い教育も受けたグレコワ、妻のサー
シャ、それぞれがプラトーノフを愛しているのである。登場人物のオシップが「旦那がそ
の気になれば女は皆ついて行くでしょう」というように、作品の中で恋愛対象となってい
る男性はプラトーノフ一人である。確かに、無為に人生を過ごすヴォイニーツェフ、仕事
もせず借金ばかりしているトリレツキイ、父親から金を貰うしか能のないグラゴリエフの
息子などを見ると、プラトーノフは彼らよりも魅力的である。だが、女性たちのプラトー
ノフへの思いの集中は異常にも思える。なぜ彼女達はそこまでプラトーノフに惹かれるの
であろうか。
　そこで、彼の魅力を父親不在という家庭環境に結び付けて考えてみたい。父親がいない
ということは、後ろ盾がないことを意味している。特に両親を失っているプラトーノフに
は、助けを求められるような存在が一人もいないことを示している。しかしながら、プラ
トーノフはそうした境遇のおかげで貴族という環境から抜け出せたのである。彼以外の男
性は親との強い関係を持ち、その親子関係から離れられずにいる。プラトーノフ以外の男
性は、父親やその財産などの後ろ盾なしには、つまり家族なしには生きていけない。ヴォ
イニーツェフにも父親はいないが、彼は地主貴族であり、職業を持っているわけではない。
つまり、プラトーノフ以外の男性は、職を持っていないのである。彼は血縁による貴族と
いう環境を失うことで、自ら生きていくための職業と家族を手に入れたのである。貴族で
あるために必要な条件は努力でも才能でもなく、ただの血縁でしかない。
　そして、アンナとソフィアの 2 人の女性は結婚によって、その貴族の家族関係に組み込
まれてしまった女性たちである。これを踏まえれば彼女たちが、両親を失うことで家族を
失い、そして今では自らの家庭を築いたプラトーノフに惹かれるのも無理はないのかもし
れない。こうしてアンナはプラトーノフを愛するようになり、ソフィアは夫に愛想を尽か
してプラトーノフと関係を持ってしまうのである。
　だが、プラトーノフを愛するアンナとソフィアは、同じようにプラトーノフを愛してい
るわけではない。その思いの源は正反対である。アンナはプラトーノフに愛を語るとき、
このように言う。
Я хочу быть... женой, матерью... 
9
わたし ･･･ 妻に、母親になりたい ･･･。
9　 А. П. Чехов. Полное собрание сочинений и писем в 30-ти томах. Сочинения. Том 11. М., Наука, 1978. С. 137.
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アンナは妻になり、子どもを産みたいのである。現在のアンナは、亡き夫と前妻の間に生
まれた血の繋がらない息子の母親である。つまり、彼女は何ら強い結びつきのない家庭の
中で生きていることになる。そうした状況からアンナは、自分の居場所のある新しい家庭
を作り出したいのである。それゆえ、安定した家庭を築いているプラトーノフに恋をし、
愛を語るのである。だが、そのためにはプラトーノフが築いた家庭を壊さなければならな
い。プラトーノフも自分の家庭を壊してまでアンナと関係を持つことはせずに、妻がいる
ことを理由にアンナの告白を拒否している。
　一方ソフィアがプラトーノフに求めているのは夫婦のような家族関係ではない。むしろ
その逆である。ヴォイニーツェフとの結婚によって組み込まれてしまった家庭から、連れ
出してくれる人物を彼女は求めている。そして、その人物をかつての恋人プラトーノフに
見出しているのである。プラトーノフも現在の生活から逃げ出す事ができたらという思い
を抱いていたため、彼女から一緒に逃げ出そうと言われ了承してしまう。だが、プラトー
ノフの考える幸せは家庭の中にある。それゆえに、今あるサーシャやニコールカという
家族は大事なものである。こうしてプラトーノフは、ソフィアとサーシャの間というより
も自分の家庭を捨て相手の家庭を壊すことに対して悩み葛藤することになる。劇中でプラ
トーノフが女性との関係に曖昧な態度を取り続けるのは、優柔不断な性格だけでなく、ア
ンナ、ソフィアの求めているものの違いも一つの原因になっていると考えられる。プラトー
ノフの考える幸せは、家族を離れて手に入るものではない。
　ところが、彼は悩んだあげくソフィアと関係を持ってしまうことになる。そして、この
ことは周囲の全ての人物を不幸へと導いていく。ソフィアは家庭の外に幸福を求め、プラ
トーノフは家庭の中に幸福を求めている。既にこの互いに求めるものの違いによって、プ
ラトーノフとソフィアの恋がうまくいかないのは、互いに家庭を持っているという状況以
上に大きな溝を最初から内包しているのである。また、家族を求めるアンナではなく家族
から離れようとするソフィアを選んだことは、プラトーノフが家族を失うことを意味して
いる。
３．プラトーノフの家族　－父親としてのプラトーノフ－
　ではプラトーノフの家族についてもう少し掘り下げて見ていきたい。プラトーノフは既
に亡くなった父親の息子という立場だけでなく、息子ニコールカの父親、そしてサーシャ
の夫という立場も持っている。自分が父親であることに対して、プラトーノフは次のよう
に語っている。
Как человек я мал, ничтожен, но как отец я буду велик! 
10
人間としてはちっぽけだけど、父親としては偉大になるんだ！
自分が家族の中で父親という役割についていることは、彼にとって誇りであり支えにも
なっているのである。自らは両親を失い、後ろ盾を無くして生活をしてきたプラトーノフ
0　 А. П. Чехов. Полное собрание сочинений и писем в 30-ти томах. Сочинения. Том 11. М., Наука, 1978. С. 143.
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は、自分の息子のニコールカには同じような生活をさせまいと考えているのであろう。
　しかし、彼はソフィアとの関係を持ってしまった。彼は自分の家族を裏切ってしまった
のである。結局この関係は妻サーシャに知られてしまい、プラトーノフを受け入れられず
に去っていく。
　ではプラトーノフの妻であり、この戯曲で唯一の母親であるサーシャはどのような人物
として描かれているのであろうか。物語の中で彼女はプラトーノフや父親のイワンなどが、
問題のある行動をしたときに叱りつける役目を与えられている。いたずらにグレコワをか
らかった夫に謝るように言ったり、酒を飲んで酔っ払った父親や弟を叱っているのである。
彼女は息子のニコールカにとっての母親だけなく、夫プラトーノフや父親や弟の母親とい
う役割を担っていると考えられる。サーシャが父親に向かって「まるで子どものようだ」
と言う場面があるが、イワンだけでなく『父親不在』に登場する人物は全員が子どものよ
うな人物ばかりである。サーシャは母親という役割についているにふさわしく、まさに母
性を与えられた存在として描かれている。
　しかしながら、サーシャは妻という立場をアンナとソフィアに脅かされてしまう。作
品の中でプラトーノフは未亡人アンナとかつての恋人ソフィアの間で揺れ動いているが、
サーシャに不満があるわけでも、嫌いになったわけでもない。ではどうしてプラトーノフ
はソフィアとの関係を持ってしまったのだろうか。その原因は次の場面に表現されている。
物語の中でプラトーノフは、サーシャに向かって「自分のことを愛しているか」と尋ねる
場面である。すると、サーシャは次のように答える。
Как же мне не любить тебя, если ты мне муж?
あなたを愛さないなんてことがあるかしら？あなたは私の夫なのよ。
この言葉に対してプラトーノフは、
Только и любишь за то, что я тебе муж? 
11
僕が夫だから愛しているだけなのか？
と勝手に誤解して解釈してしまう。もちろん妻のサーシャは夫婦だから愛しているという
ような考えを持って言ったのではない。しかしながら、この場面の前にはプラトーノフ
とソフィアの会話の場面があり、そこでソフィアはヴォイニーツェフを夫だから愛してい
ると言っているのである。だが、ソフィアはかつての恋人プラトーノフに会ったことで夫
への愛情が揺らいでしまうように、本当に夫を愛してなどいない。そして、プラトーノフ
もそのことを理解している。「夫だから愛している」、その言葉を妻から自身が言われたこ
とでプラトーノフは怒り出してしまうのである。「夫」という言葉はサーシャにとって愛
しているプラトーノフを示す言葉であるが、ソフィアにとっては愛していないヴォイニー
ツェフを示す言葉である。「夫」という言葉の持つ意味の違いによって、プラトーノフはサー
シャとの関係に亀裂が入り、アンナやソフィアに近づく原因になっているのである。
　またサーシャはプラトーノフの浮気のせいで、2 度の自殺を試みることになるのだが、
最初の汽車に身を投げたときはオシップに助けられ、2 度目の服毒自殺を計ったときには
　 А. П. Чехов. Полное собрание сочинений и писем в 30-ти томах. Сочинения. Том 11. М., Наука, 1978. С . 96.
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弟トリレツキイに助けられ未遂に終わっている。彼女はアンナやソフィアに翻弄され、自
殺未遂まで起こすほどに家庭を壊されてしまったのである。このような災難に巻き込まれ
てしまうサーシャだが、彼女は最後まで誰かのことを責めようとはしない。彼女自身は最
後には登場せず、遺書のみがプラトーノフによって読み上げられるが、その中で次のよう
に彼女は書いている。
Миша, люби Колю и брата, как я тебя люблю. Не оставь отца. 
12
ミーシャ、コーリャと弟を私があなたを愛したように愛してあげて。父を見捨てないで。
このように彼女は最後まで自分の家族のことを案じている。夫のプラトーノフは舞台上に
おいてピストルで撃たれ殺されてしまうが、彼女は弟の治療によって一命をとりとめてい
る。サーシャが死ななかったのは完全な被害者であるだけでなく、最後まで家族のことを
思いやる人間が死んでしまってはならないとチェーホフが考えたのかもしれない。
４．『父親不在』の結末　－繰り返される父親不在－
　最終幕ではプラトーノフとソフィアの不倫が、周囲に広まってしまったことで完全な修
羅場になってしまう。妻を寝取られたヴォイニーツェフや、裏切られたソフィア、息子の
妻に愛する人を奪われたアンナなど、それぞれが感情のままに台詞を並べ、そのぶつかり
合いが舞台上でくり広げられる。舞台上は人間関係が交錯しあい、無茶苦茶な状況になっ
てしまう。最後にはプラトーノフがソフィアに銃で撃たれて死に幕は閉じる。
　この目まぐるしい第  場において、それぞれの登場人物がどのような結末を迎えたのか
を見ることで整理をして本論を終えたい。最終的に不幸な結末に終わったといえるのは、
殺されてしまったプラトーノフ、そして妻を奪われ、その妻に殺人を犯させもしたヴォイ
ニーツェフである。その他の登場人物、ヴェンゲローウィチ親子、グラゴリエフ親子、サー
シャの親子たちにも失ったものはあるが、家庭が崩壊するような取り返しのつかない不幸
には見舞われていない。女性ではソフィアとアンナが、唯一愛を傾けていたプラトーノフ
を失い、信じていたプラトーノフに裏切られ、家庭を無茶苦茶にされている。この取り返
しのつかない不幸に見舞われた人物と、そうでない人物を分けた違いがなんだったのかと
考えてみると、不幸になってしまった人物には、共通して「父親」がいないことが挙げら
れる。つまり、父親との親子関係がない人たちである。父親のいる家族、ヴェンゲローウィ
チ親子、グラゴリエフ親子、イワン、サーシャ、トリレツキイ親子は失ったものはあれど
も、取り返しのつかない不幸に見舞われたわけではなく、舞台が終わった後も生きていく
ことはできるであろう。だが、死んでしまったプラトーノフ、領地を失ったアンナやヴォ
イニーツェフ、自ら自分の家庭を壊したソフィアは、これからどのように生きていくのか
想像ができない。
　この父親がいない彼らが不幸になることには、何らかの意味があるのであろうか。彼ら
2　А. П. Чехов. Полное собрание сочинений и писем в 30-ти томах. Сочинения. Том 11. М., Наука, 1978. С. 169.
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は父親がいないことを非常に意識している。プラトーノフが父親を意識していたことは以
上に述べたが、同じように、ヴォイニーツェフも父親を同様に意識している。彼は、自分
たちの関係が終わってしまったことについてソフィアと話している最中に、突然全く関係
のない自分の父親のことをソフィアに話し始めるのである。まるで、ソフィアの心が離れ
てしまったことに父親が関係しているかのように彼の父親の印象が語られている。父親に
関する台詞が、この場面に挿入されていることに意味が無いとは考えにくい。何か、父親
の存在が、いや存在していないことによって家庭が壊れてしまったような台詞である。
チェーホフが何らかの目的を持ってこの戯曲を書いたのかどうか、という問題にはっきり
と答えを導き出すことはできない。しかし、父親がいない家庭が不幸になってしまうとい
う幕切れから、この時期のチェーホフが父親の存在をどのように考えていたのかが見えて
くるように思われる。父親のいない家庭が不幸になるという結末は、逆を言えば父親の重
要性を描いた作品という一面を持っているのではないだろうか。
　そして、プラトーノフの死は戯曲の幕切れだけでなく、新たな父親不在の家庭が生まれ
ることを意味している。プラトーノフの息子ニコールカは、父親を殺された人物としてこ
れから生きていくのである。父親不在の連鎖を伴って、『父親不在』は幕を閉じている。
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